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Ⅰ 事 業 計 画 書 

 

第１ 基本方針 

市民の誰もが「いつでも、どこでも、いつまでも」スポーツ・レクリエーショ

ン、文化に親しむことができるように、スポーツに関する情報の収集及び提供、

スポーツに関する調査研究や市民のスポーツ活動の支援、スポーツ・文化活動等

に資する施設の管理運営業務等の事業を一体的に実施する。 

そして、市民が主役の「する」「観る」「支える」スポーツ・レクリエーショ

ン活動に接する機会を提供するとともに、公益事業を推進する団体として、その

役割を十分に認識し、「健康の増進」「障がい者スポーツの推進」などスポーツ

を通じた地域コミュニティの活性化・交流機能の向上に寄与する。 

また、平成29年度は稲毛海浜公園において「緑化の推進及び普及啓発に関する

事業」及び「公園施設の利用促進に関する事業」を新たな公益目的事業として実

施し、都市の緑化推進、普及啓発や公園緑地に関する事業を通して、市民に潤い

と安らぎをもたらし、健康で文化的な市民生活の向上に努めます。 

 

第２ 市民スポーツの普及振興及び地域のコミュニティづくりの支援事業（公１）  

 

１  競技会の開催 

（１）ミニバスケットボール「3on3 大会」 

小学 3 年生から 6 年生を対象に、手軽に楽しむことができる 3on3 を通して、

子どもたちの健全な育成と生涯スポーツの基盤づくりを目的として開催する。  

開  催 日 会   場 

7 月 2 日 (日 ) 千葉ポートアリーナ 

 

（２）第 27 回千葉市長旗争奪ミニサッカー大会 

幼児、小学生並びにその保護者を対象に、健全な心身の発達と生涯スポー

ツの振興を目的として開催する。 

開  催 日 会   場 

2 月 10 日 (土 )・ 11 日 (日 ) 千葉ポートアリーナ 

 

（３）第 7 回長谷川良信記念千葉市長杯争奪車椅子バスケットボール全国選抜大会 

地域の障がい者スポーツの振興を目指すとともに、千葉市及び大学並びに

地域と協働で大会を企画・運営することにより地域に根ざした活動を実施し、

千葉市における障がい者スポーツへの市民の理解を深めることを目的として開

催する。 

開  催 日 会   場 

3 月 3 日 (土 )・ 4 日（日） 千葉ポートアリーナ 

 

（４）第 26 回千葉ポートアリーナ杯争奪ミニバスケットボール大会 

小学 3 年生から 6 年生を対象に、子どもたちの健全な育成を図るとともに、
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生涯スポーツの基盤づくりを目的として開催する。 

開  催 日 会   場 

3 月 10 日 (土 )・ 11 日 (日 ) 千葉ポートアリーナ 

 

（５）運営協力イベント 

「観るスポーツ・観る障がい者スポーツ」の充実を図るため、千葉市を会

場とする国際大会等大規模イベントや千葉市のスポーツ・障がい者スポーツの

振興に有益であるイベントについて運営協力を行う。 

イベント名 開 催 日 会   場 

201７幕張チャレンジトライアスロンフェスタ  
（幕張チャレンジトライアスロン・幕張トライアスロン駅伝） 

6 月 18 日 (日 ) 
ZOZO マリンスタジアム・
幕張海浜公園 

パラスポーツフェスタちば 9 月 2 日（土） 千葉ポートアリーナ 

第 42 回サンスポ 
千葉マリンマラソン 

1 月 21 日(日 ) 
ZOZO マリンスタジアム・
幕張メッセ周辺 

発見・体験 車椅子バスケの世界 
teaching by 千葉ホークス 

2 月 
スポーツオーソリティコート 
(イオンモール幕張新都心アクティブモール 1 階)  

千葉クロスカントリー大会 
Ｘ-ＲＵＮ ＣＨＩＢＡ 

2 月 4 日 (日 ) 昭和の森 

第 3 回全国中学生 
クロスカントリー選手権大会 

2 月 4 日 (日 ) 昭和の森 

 

（６）後援イベント 

千葉市のスポーツ・レクリエーションの発展に有意義であると認められる、

スポーツイベント等について後援する。 

事業数 開 催 日 会   場 

10 事業程度 4 月～3 月 市内 

 

２  スポーツ教室の開催 

（１）げんきっずスポーツクラブ 

子どもの体力向上及びコミュニケーション能力の育成を図るため、小学生

を対象に、放課後の時間を活用し、複数のスポーツに触れる機会を提供する。  

開催期間 回 数 会   場 

9 月 6 日（水）～12 月 6 日 (水 ) 10 千葉ポートアリーナ 

 

（２）小学生陸上競技クリニック  

小学生を対象に、正しいランニンングフォームや練習方法等について指導

するとともに、早く走るコツやスポーツの基本である走ることの楽しさを学

び・体感できる機会を提供する。 
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開催期間 回 数 会   場 

9 月 23 日（土）・9 月 30 日 (土 ) 

10 月 7 日（土）・14 日 (土) 
4 青葉の森スポーツプラザ 

 

（３）千葉ポートアリーナ指定管理者自主事業（スポーツ教室等） 

市民満足度の向上を目指し、子育て世代の女性を対象とした「託児サービ

ス付教室」をはじめ、市民のニーズを取り入れたスポーツ教室・イベントを開催する。  

教 室 数 

30 

 

（４）入門スポーツ教室企画運営事業 

市民がスポーツの楽しさに触れ、障がい者と健常者の区別無く継続的にス

ポーツ活動を実践するための「きっかけづくり」として、各世代に適したカリ

キュラムの企画及び運営を行う。 

実施施設 種 目 教室数 

23 21 63 

 

（５）健康づくりスポーツ教室企画運営事業 

スポーツと健康をより深く関連づけ、働き盛りの市民の生活習慣改善によ

る健康増進を目指しスポーツ教室の企画及び運営を行う。 

教 室 数 会   場 

20 千葉ポートアリーナ・鎌取 CC・千城台 CC・穴川 CC・幕張 CC 

 

 

３  スポーツ情報等普及啓発活動 

（１）スポーツ情報誌発行 

市民へのスポーツ情報の提供及び広報・プロモーションの一環として、

スポーツ情報誌を発行し、千葉市ゆかりのスポーツ選手の インタビューや

スポーツイベント・教室・施設の紹介等、幅広い情報の提供を行う。 

誌  名 発行回数 発行部数 

みんなのスポーツちば  年 4 回（6 月・9 月・12 月・3 月発行） 各回 10,000 部  

 

（２）インターネット事業 

スポーツイベント・教室・管理施設等の当財団に関する情報をホーム

ページで提供し、広報の充実を図るとともに、市民ニーズの把握に努める。 

 

（３）千葉ポートアリーナ指定管理者自主事業（スポーツ＆コミュニティコー

ナー事業） 

「 地 元 プ ロ ス ポ ー ツ チ ー ム 関 連 」 「 財 団 情 報 誌 と 連 動 し た 企 画 展 示 」

「市民の憩いの場」と各スペースを設け、スポーツ情報発信拠点『スポー

ツ＆コミュニティコーナー』と位置づけ、地域コミュニティの活性化・交

流の場として活用する。 
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４  スポーツ活動の相談指導 

（１）中学校運動部活動指導者派遣事業 

千葉市立中学校の運動部活動を支援するため、学校からの要請に基づき

指導者の派遣を行う。 

期  間 種   目 

6 月～3 月 サッカー・ソフトボール・ヨット・野球  他 

 

（２）健康・体力づくり支援事業 

団体向けに、健康・体力の保持増進のためのカリキュラムを提供するこ

と に よ り 、 健 康 で 活 力 あ ふ れ る 市 民 生 活 の 実 現 を サ ポ ー ト す る 。  

事業内容 事 業 数 

「体育の授業」の企画運営 3 

 

（３）千葉ポートアリーナ指定管理者自主事業（体力測定室事業） 

軽い負荷で高い効果が得られるトレーニング指導や自分の体力水準を定

期的に把握できる機会を提供することで、市民の運動習慣づくりに寄与す

る。 

事業内容 開 催 数 会   場 

加 圧 ト レ ー ニ ン グ 事 業 46 体力測定室 

 

（４）千葉市体育協会等スポーツ団体支援事業 

市 内 の ス ポ ー ツ 団 体 の 要 請 に 基 づ き 各 種 支 援 を 行 い 、 魅 力 あ ふ れ る ス

ポーツの振興に寄与する。 

 

（５）地元プロスポーツ応援団体支援事業 

市内のプロスポーツ応援団体の各種支援を行い、市民及び市内企業や団

体等の交流を深め、スポーツの振興及びスポーツ文化の定着を図るととも

に、地域の活性化に寄与する。 

 

（６）障害者スポーツ指導員養成事業 

障害のある方々へのスポーツ・レクリエーションの普及・振興を通じて

その健康の維持・増進や社会参加を進めるために、専門的な知識や技能を

身につけた指導者の養成と資質、指導力向上を図る。 

事業内容 開 催 数 会   場 

平成 29 年度 

初級障害者スポーツ指導員養成講習会 

年 1 回 

4 日間 

千葉市中央コミュニティセンター 

千葉ポートアリーナほか 

 

５  スポーツ・文化活動に資する施設の管理運営 

（１）千葉ポートアリーナ指定管理者事業（施設管理運営事業） 

千葉市から指定を受け、次の施設の管理運営を行う。 
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施設概要 

メ イ ン ア リ ー ナ ・ サ ブ ア リ ー ナ ・ ト レ ー ニ ン グ 室 ( 1 ) ( 2 ) ・  

体力測定室・附帯施設・幼児体育室 

   

（２）ナショナルトレーニングセンター競技別強化点基盤構築事業 

     ス ポ ー ツ 庁 か ら 委 託 を 受 け 、 千 葉 ポ ー ト ア リ ー ナ に お い て 車 椅 子 バ ス

ケットボールナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設として

管理運営を行う。 

 

第３ 海洋スポーツの普及振興及び地域のコミュニティづくりの支援事業（公２）  

 

１  海洋スポーツ関連イベント開催 

（１）海洋教室 

千葉市の特色でもある海への関心を喚起し、広く市民に海洋思想の普及

を図るため、まき網漁業見学会を開催する。 

開催期間 教 室 数 

8～ 10 月 2 

 

（２）ヨット入門コース 

１ ６ 歳 以 上 の ヨ ッ ト を 始 め た い 方 を 対 象 に 、 海 や ヨ ッ ト に 関 す る 基 礎 

知識・基本技術等の指導を行う。 

開催期間 教 室 数 

5 月～9 月 5 

 

（３）ジュニアヨット教室 

小・中学生を対象に、ヨットの帆走に必要な基礎知識・基本操作等の指

導を行う。 

開催期間 教 室 数 

7 月 1 

 

（４）親子ヨット教室 

小・中・高校生とその保護者を対象とした体験教室を開催し、ヨットを

通じて家族が触れ合う機会を提供する。 

開催期間 教 室 数 

8 月 1 

 

（５）海にでようヨット体験会 

小学生以上を対象にディンギーヨット体験会を開催し、ヨットを始める

機会を提供する。 

開催期間 教 室 数 

5 月～9 月 10 
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（６）ＳＵＰ(スタンドアップパドル)教室 

簡単に体験できるマリンスポーツを通じて、海を身近に感じてもらうた

め、検見川の浜でスタンドアップパドル教室を開催する。 

教 室 名 開催期間 教  室 

数 ＳＵＰ(スタンドアップパドル)教室 ７～9 月 6 

ジ ュ ニ ア Ｓ Ｕ Ｐ (ス タ ン ド ア ッ プ パ ド ル )教 室  ７月 2 

 

（７）検見川浜ビーチフェスタ協賛行事 

海への関心を喚起し、広く市民に海洋思想の普及を図るため、クルー 

ザーヨット体験会を開催する。 

開催期間 教 室 数 

5 月 2 

 

（８）美浜区民フェスティバル協賛行事 

海への関心を喚起し、広く市民に海洋思想の普及を図るため、クルー 

ザーヨット体験会を開催する。 

開催期間 教 室 数 

10 月  2 

 

（９）市民の日協賛行事 

海への関心を喚起し、広く市民に海洋思想の普及を図るため、クルー 

ザーヨット体験会を開催する。 

開催期間 教 室 数 

10 月  2 

 

２  海洋スポーツ教室の開催 

（１）帆走技術判定・安全講習会 

帆走のための修了証（ライセンス）取得に必要な帆走技術（ (公財 )日本

セーリング連盟バッチテスト初級 5 級程度）の判定を行うとともに、併せ

て安全心得・利用方法・海難事故防止等についての安全講習会を開催する。 

開催期間 開 催 数 

4 月～3 月 8 

※要望がある場合は臨時開催する。 

 

３  海洋知識等普及啓発活動 

（１）協力・後援イベント 

広く市民に海洋知識等の普及啓発を図るため、各種イベントや大会の共

催・後援を実施する。 

事  業 名 開  催 事業内容 

千葉市セーリング協会主催
公認ヨット教室 

5 
デ ィ ン ギ ー ヨ ッ ト 帆 走 資 格 取 得
コース 

千葉市セーリング協会主催
フォローアップヨット教室 

6 帆走資格取得者技術向上コース 
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千葉県セーリング連盟主催 
クルーザー体験試乗会 

20 クルーザーヨット体験 

千葉県セーリング連盟主催 
海の日プロジェクト 

1 
海 の あ そ び や ス ポ ー ツ と し て の
セ ー リ ン グ を 身 近 な も の と し て
感じて頂くためのイベント 

千葉市立磯辺中学校主催 
ヨット体験学習 

1 
デ ィ ン ギ ー ・ ク ル ー ザ ー ヨ ッ ト
体験等 

千 葉 障 害 者 セ ー リ ン グ 協 会 主 催  
障 害 者 ク ル ー ザ ー 体 験 会  

1 クルーザーヨット体験 

千 葉 障 害 者 セ ー リ ン グ 協 会 主 催  
千 葉 パ ラ セ ー リ ン グ チ ャ レ ン ジ  

2 
身体障害を持った方をメインに 
ヨットを楽しむイベント 

ヨットレース 26 利用者親善レース ～ 全国大会 

（ 公 財 ） 日 本 セ ー リ ン グ 連 盟 主 催  
ジ ュ ニ ア ユ ー ス セ ー リ ン グ ・  
シ ー マ ン シ ッ プ ア カ デ ミ ー  

1 
指 導 者 （ オ リ ン ピ ッ ク 経 験 者 や
ナ シ ョ ナ ル チ ー ム 経 験 者 ） に よ
る座学や海上指導。 

 

４  海洋スポーツ活動に資する施設の管理運営 

千葉市より管理許可を受け管理運営を行っている稲毛ヨットハーバーにおいて、

利用者の安全性や利便性を確保するため、次の事業を行う。 

 

（１）稲毛ヨットハーバー施設管理運営事業 

区  分 面   積 

管 理 棟 1,315.00 ㎡  

管 理 棟 3 階 テ ラ ス  64.00 ㎡  

ボートヤード他 28,594.00 ㎡  

浮 桟 橋 374.00 ㎡  

斜 路 2,700.00 ㎡  

駐 車 場 7,195.00 ㎡  

植 栽 等 12,657.00 ㎡  

計 52,899.00 ㎡  

 

（２）帆走海域監視事業 

監視海域 

最大360ヘクタール 

 

（３）ヨット保管事業 

区  分 収容能力 

平 置 523艇  

縦置ラック 45艇  
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（４）ヨット貸出事業 

艇  種 貸出艇数 

ト ッ パ ー 4艇 

シーホッパー 9艇 

RSビジョン 5艇 

Y - 15 5艇  

D セ ー ラ ー 4艇 

シ カ ー ラ 2艇 

計 29艇  

 

（５）ヨットハーバー附帯設備事業 

区  分 設備概要 

揚 降 機 使 用 フォークリフト1台 

修 理 庫 使 用 使用区画12区画 

会 議 室 使 用 4室（会議室・講習室・和室・特別会議室） 

係留用浮桟橋使用 10艇  

係 留 用 岸 壁 使 用 5艇 

水 道 使 用 洗艇6か所・シャワー12か所（男子8・女子4） 

 

（６）ライフジャケット貸出サービス 

貸 出 数 

100 着  
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第４ 緑化の推進、普及啓発及び公園の利用促進を図ることで、地域社会や市民の心

身の健全な発展を支援し、うるおいとやすらぎのある市民生活に寄与する事業

（公３） 

 

 １  緑化推進及び普及啓発事業 

  （１）緑と花の大切さや楽しさを感じる事業 

    ア  植物の展示・装飾 

      季節感のある花の展示や、家庭での飾り方の参考になるような展示をす

ることで、緑化意識の普及・啓発を目的とする。 

名   称 内   容  

花の美術館植物管理 

展示棟室内花壇のアトリウムフラワーガーデ

ン、前庭、中庭、後庭、屋上等花壇の季節の

花の植栽と維持管理を行う。  

 

  （２）緑と花を深く知る事業 

ア みどりの相談 

   市民からの花や緑に関する相談に対応し、情報を提供する 緑化活動の拠

点として、花の美術館で実施する。 

イ 緑化講習会 

   寄せ植 えや フラ ワー アレ ンジ メント など 各種 講習 会を開 催し 、利 用者

ニーズをふまえた多岐にわたる講座の構成で、緑化知識の向上や、花やみ

どりにふれあう機会を提供する。 

名  称 内  容 

フラワーカレッジ  
花の美術館で花の育て方・楽しみ方・飾り方の

講習会を開催する。 

    ウ  緑化情報発信 

           緑の大切さと緑化の意義を広く伝えるため、緑化に関する情報を市民に

発信する。 

名  称 内  容 

花めぐりお散歩マップ  

花の美術館の花の見どころや見頃となっている

花 を 見 つ け な が ら 見 学 で き る マ ッ プ を 作 成 す

る。 

花の科学プログラム 
子どもを対象に花の美術館の植物を題材にした

「学びプログラム」を提供する。 

 

   （３）緑と花に関わる人の輪をひろげる事業    

名  称 内  容 

緑化ボランティア支援 

施設の維持管理や園地管理、イベント、ガイド

などを行うボランティアの活動を支援する。花

やみどりにふれあう機会を提供するほか、市民

と協働で緑化の推進を行うことを目的とする。 
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 ２ 公園施設利用促進事業 

   （１）公園利用者に施設を楽しんでもらう事業 

ア 稲毛海浜公園教養施設利用促進 

稲毛海浜公園教養施設（稲毛記念館、海星庵、稲毛民間航空記念館、野

外音楽堂、花の美術館）を指定管理者として管理運営を行う。また、以下

の(ｱ)～ (ｵ)の事業を行い、公園施設の利用促進を図る。 

       (ｱ)稲毛記念館 

名  称 内  容 

日本庭園の管理  
市民の心に潤いを与えられるような松を中心と

した季節に合った日本庭園の管理をする。 

茶道教室  
お茶を生活の中に取り入れていただけるよう、

茶道の基本を学ぶ教室を実施する。 

市民の日講演会  
市民の日を記念し、稲毛の歴史や公園に関する

講演会を実施する。  

お楽しみ教室  
小学生を対象に貝や木の実を使った工作体験等

を開催する。 

自然観察会  
親子を対象に公園内で見られる植物、鳥等の観

察会を開催する。 

    (ｲ)海星庵 

名  称 内  容 

茶室公開と 

お茶のサービス 

茶道具を展示した茶室を公開するとともに、抹

茶等を無料で提供する。 

施設利用促進 
茶道を普及するため、希望団体等に貸出施設の

利用調整等の支援を行い、施設利用を促す。 

 

(ｳ)稲毛民間航空記念館 

名  称 内  容 

紙飛行機展示会 
競技用の紙飛行機を中心とした展示と折り紙飛

行機等の製作指導を実施する。 

飛行機工作教室  
紙飛行機等の製作・飛ばし方・飛行原理指導の

教室を実施する。 

紙飛行機競技大会  
紙飛行機工作教室参加者を対象に、紙飛行機等

の滞空時間を競う競技大会を開催する。 

講演会  民間航空の発祥の地に関する講演を開催する。 

稲毛子ども航空科学 

クラブ 

実験と物作りの体験を通じて航空関連の科学を

学ぶ教室を開催する。 

 

(ｴ)野外音楽堂 

名  称 内  容 

野外音楽堂コンサート 
バ ン ド に よ る 軽 音 楽 等 の コ ン サ ー ト を 開 催 す

る。 

施設利用促進 

芸術活動を推進するため、実施希望団体等に貸

出施設の利用調整等の支援を行い、施設利用を

促す。 
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(ｵ)花の美術館 

名  称 内  容 

イベント 
季 節 の 花 や 行 事 に 合 わ せ た イ ベ ン ト を 開 催 す

る。 

企画展示 
１階多目的室で、花や緑をテーマとした作品や

絵画、写真等の展示を行う。 

市民展示 

２階展示室で園芸活動や花に関する作品作り等

を 行 う 団 体 の 活 動 の 発 表 の 場 と し て 展 示 を 行

う。 

施設利用促進 
各種フェア、季節の植物や行事に合わせ、体験

教室やコンサートを開催する。 

団体利用促進 
希望のあった団体利用者を対象にガイドや体験

教室を行う。 

 

        イ  ホームページの運営等による情報提供 

公園や公園内施設の利用促進を図るため、各種イベントや事業の最新情

報等をホームページで提供する。 
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第５ スポーツ施設の管理運営に伴う収益事業（収１） 

 

１  千葉ポートアリーナ管理運営事業 

（１）施設管理運営事業 

新公益法人制度において収益事業にあたる利用者への施設貸与及び行為許可を行う。 

収益事業概要 

メインアリーナ・サブアリーナ・附帯施設・行為許可 

 

（２）設営用品販売事業 

販売品目 

カートンテープ・ラインテープ 

 

（３）コピー・FAX サービス 

 

第６ 海洋スポーツ施設の管理運営に伴う収益事業（収２） 

 

１  ヨット保管事業 

（１）ヨット陸置事業 

区  分 収容能力 

平 置 523艇  

 

（２）ヨット縦置事業 

区  分 収容能力 

縦 置 ラ ッ ク 45艇  

 

（３）ヨット持込艇置場事業 

 

２  ヨットハーバー附帯設備事業 

（１）駐車場 

区  分 設備概要 

駐 車 場 使 用 駐車台数277台（うち身障者用4台） 

 

（２）コインロッカー 

区  分 設備概要 

ロ ッ カ ー 使 用 コインロッカー187個（大型 27個・中型160個） 

 

（３）船具ロッカー 

区  分 設備概要 

ロ ッ カ ー 使 用 
船 具 ロ ッ カ ー 244個（大 型 220個 ・小型 24個） ・

面積貸出 
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（４）南側艇庫 

区  分 設備概要 

艇庫使用 1 5 6㎡  

 

３  ボード保管事業 

検見川の浜を利用しているウィンドサーファーの利便を図るため、ボード等の

保管を行う。 

収容能力 保管場所 

88本  
船具ロッカー室内 

ボード・セール保管庫 

  

４  ヨットハーバー施設内の出店に係る貸付 

事業内容 

 レストラン業務委託（管理棟 3 階） 

 

５  その他  

コピー・FAX サービス等 

 

 

第７ 公園等における便益施設等の運営に関する事業（収３） 

 

１  プール事業 

子供から大人まで楽しめる稲毛海浜公園プールを営業する。 

（１）プール 

 

 

 

 

 

 

 

（２）コインロッカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期       間  施設概要 

7 月 15 日（土）～8 月 31 日（木） 

50 ｍ プ ー ル 、 25ｍ プ ー ル 、 チ ビ ッ コ 水 遊

プ ー ル 、 チ ビ ッ コ プ ー ル 、 段 々 プ ー ル 、

ジ ャ ブ ジ ャ ブ プ ー ル 、滝 プ ー ル 、 造 波 プ ー

ル 、 三 連 式 ス ラ イ ダ ー プ ー ル 、 ブ ル ー

ウ ォ ー タ ス ラ イ ダ ー プ ー ル 、 グ リ ー ン

ウ ォ ー タ ー ス ラ イ ダ ー プ ー ル 、 流 水 プ ー

ル、フロートスライダープール  

区  分 設備概要 

ロッカー使用 
コインロッカー   1,532 個（大型 52 個・小型 1,480 個）  

デボジット式ロッカー   746 個（大型 76 個・小型 670 個）  
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２  売店事業 

稲毛海浜公園内等において、売店の営業を行う。 

（１）プール売店 

 

 

 

（２）いなげの浜売店 

 

 

 

（３）花の美術館売店 

 

 

 

 

３  バーベキュー事業 

稲毛海浜公園内において、２箇所でバーベキュー場の営業を行う。 

     （１）いなげの浜バーベキュー場 

 

 

 

   （２）プール内バーベキュー場 

 

 

 

 

４  食堂事業 

稲毛海浜公園内において、２箇所で食堂の営業を行う。 

（１）花の美術館レストラン 

 

 

 

（２）プールレストラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期  間 営業時間 

7 月 15 日（土）～8 月 31 日（木） 9： 00～ 16： 30 

期  間 営業時間 

7 月 15 日（土）～8 月 31 日（木） 9： 00～ 17： 00 

期  間 営業時間 

４月～３月 
（月曜日及び 12/29～ 1/3 は除く）  

10： 00～ 17： 00 
（月曜日が祝日の場合は、その翌日休館）  

期 間 設備概要 

４月～３月 
（ 12/29～ 1/3 は除く）  

３７基 

期 間 設備概要 

４月～３月 
（ 6 月中旬から 9 月中旬及び 12/29～ 1/3 は除く）  

６０基 

事業内容 

レストラン業務委託（花の美術館休憩棟）  

事業内容 

レストラン業務委託（プール開園期間中  稲毛海浜公園プール管理棟２階）   
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５  駐車場事業 

  ２箇所の常設有料駐車場及び臨時駐車場の営業を行う。 

（１）常設有料駐車場 

（２）臨時駐車場 

稲毛海浜公園プール開園期間に営業を行う。 

 

 

 

（３）観光バスの誘致 

常設駐車場の稲毛海浜公園第１駐車場を近隣観光施設利用者の大型観光

バスの夜間駐車スペースとしての活用。 

 

 

区  分 設備概要 

稲毛海浜公園第１駐車場 駐車台数 550 台（うち身障者用 18 台） 

稲毛海浜公園第２駐車場 駐車台数 450 台（うち身障者用 7 台） 

区   分 設備概要 

駐車場使用 駐車台数 230 台  


